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研究成果の概要（和文）：研究課題の研究１～４の全てを実施し，その成果を学会および論文で報告した．研究 1では
照明の第一印象に与える影響について検討し，研究２では選択肢の種類と数が消費者の選択時における満足度に与える
影響について検討した．研究３・４では消費者がモノに対するこだわりと愛着を発達させるプロセスおよび飽きが生じ
るメカニズムについて検討した．以上の研究から，モノに対する長期的な愛着を発達させるためには「積極的に情報を
収集し，複雑な評価を楽しむことによって対象物に対する愛着を発達させ，愛着が発達することによってさらに積極的
に情報を収集するようになる循環的なプロセス」が重要な役割を演じていることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：We have conducted 4 studies as we planned in our research proposal. In study 1, we
 studied the effect of lighting on the first impression. In study 2, we studied the effect of types and nu
mbers of choices on consumers' satisfaction. In studies 3 and 4, we examined the process in which attachme
nt and weariness develops. Our studies suggested that the combination of active information-seeking and th
e ability to enjoy evaluation in complex scales will develop long-term attachment to the target object, an
d that the attachment to the target object will in turn promote active information-seeking and the ability
 to enjoy evaluation in complex.
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１．研究開始当初の背景
近年では大量生産・大量消費・大量廃棄型

の社会から同じモノを繰り返し長期間にわ
たって使い続ける社会への転換を目指した
新しいデザインのあり方が模索されている
（例，
産業文化研究会エコロジカル・デザイン研究
部会 
たって使い続ける社会の実現のためにはモ
ノに対する愛着の育成が不可欠であること
から，愛着を生み出すモノの特徴や愛着を重
視したモノづくりのプロセスが研究されて
きた（例，寺内ら
で，人がモノに対する愛着をどのように発達
させるのか，愛着の強い人と弱い人でモノの
見え方がどう異なるかといった心理学的な
問題については十分な検討がなされていな
い。モノに対する愛着は本来モノのもつ属性
と使用する人間の心理の両者の関係によっ
て決まるものであるが，モノの属性に主眼を
置いた研究
た研究が大幅に遅れているのが現状である。
このため本研究課題においてはモノに対す
る愛着の発達プロセスをデザイン心理学と
いう独自の視点・手法に基づいて研究した。
 
２．研究の目的
モノに対する愛着を長期間維持するため

には，第一印象が良好であることと，モノに
対するこだわりが形成されること，および飽
きが生じないことが重要であると考えられ
る。第一
成に与える影響と選択肢数が
に与える影響
検討した
よって，
みるとともに
ニズムについて考察を加えた
きに関しては，工場や乗り物など，特定ジャ
ンルのモノに対して強いこだわりをもつ
がそれらのモノをど
いがどのような要因によって規定されてい
るかについて実験と質問紙調査を通じて
討した
 
３．研
 モノに対する愛着が発達するためには，第
一印象が良いこと，こだわりが生まれること，
および飽きないことの３つの要因が重要で
あると思われる
れら３つの要因に焦点を当てて研究を行っ
た。最初に第一印象と関連して，照明が第一
印象形成に与える影響と
消費者の満足度と愛着に与える影響につい
て，心理学実験，質問紙調査および生理学的
指標（瞳孔径計測）
こだわり
ンルのモノに対する強い愛着が好き嫌いの
評価基準に与える影響につ
眼球運動計測，質問紙調査を通じて検討した
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の社会から同じモノを繰り返し長期間にわ
たって使い続ける社会への転換を目指した
新しいデザインのあり方が模索されている
例，Brezet 1997; 

産業文化研究会エコロジカル・デザイン研究
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から，愛着を生み出すモノの特徴や愛着を重
視したモノづくりのプロセスが研究されて
きた（例，寺内ら
で，人がモノに対する愛着をどのように発達
させるのか，愛着の強い人と弱い人でモノの
見え方がどう異なるかといった心理学的な
問題については十分な検討がなされていな
い。モノに対する愛着は本来モノのもつ属性
と使用する人間の心理の両者の関係によっ
て決まるものであるが，モノの属性に主眼を
置いた研究と比べて，人の心理に主眼を置い
た研究が大幅に遅れているのが現状である。
このため本研究課題においてはモノに対す
る愛着の発達プロセスをデザイン心理学と
いう独自の視点・手法に基づいて研究した。

２．研究の目的 
モノに対する愛着を長期間維持するため

には，第一印象が良好であることと，モノに
対するこだわりが形成されること，および飽
きが生じないことが重要であると考えられ
る。第一印象に関しては，照明方向が印象形
成に与える影響と選択肢数が
に与える影響について心理学実験を通じて
検討した。また，眼球運動
よって，情動に関する
みるとともに，良い第一印象が作られるメカ
ニズムについて考察を加えた
に関しては，工場や乗り物など，特定ジャ

ンルのモノに対して強いこだわりをもつ
それらのモノをど

いがどのような要因によって規定されてい
かについて実験と質問紙調査を通じて

討した。 

３．研究の方法 
モノに対する愛着が発達するためには，第

一印象が良いこと，こだわりが生まれること，
および飽きないことの３つの要因が重要で
あると思われることから，本研究課題ではこ
れら３つの要因に焦点を当てて研究を行っ
。最初に第一印象と関連して，照明が第一

印象形成に与える影響と
消費者の満足度と愛着に与える影響につい
て，心理学実験，質問紙調査および生理学的

（瞳孔径計測）
こだわりと飽きの生成と関連して，特定ジャ
ンルのモノに対する強い愛着が好き嫌いの
評価基準に与える影響につ
眼球運動計測，質問紙調査を通じて検討した
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近年では大量生産・大量消費・大量廃棄型

の社会から同じモノを繰り返し長期間にわ
たって使い続ける社会への転換を目指した
新しいデザインのあり方が模索されている

Brezet 1997; 日本産業デザイン振興会
産業文化研究会エコロジカル・デザイン研究

。同じモノを繰り返し長期間にわ
たって使い続ける社会の実現のためにはモ
ノに対する愛着の育成が不可欠であること
から，愛着を生み出すモノの特徴や愛着を重
視したモノづくりのプロセスが研究されて
きた（例，寺内ら 2005)。しかし，その一方
で，人がモノに対する愛着をどのように発達
させるのか，愛着の強い人と弱い人でモノの
見え方がどう異なるかといった心理学的な
問題については十分な検討がなされていな
い。モノに対する愛着は本来モノのもつ属性
と使用する人間の心理の両者の関係によっ
て決まるものであるが，モノの属性に主眼を

と比べて，人の心理に主眼を置い
た研究が大幅に遅れているのが現状である。
このため本研究課題においてはモノに対す
る愛着の発達プロセスをデザイン心理学と
いう独自の視点・手法に基づいて研究した。
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について心理学実験を通じて
。また，眼球運動を記録するこ
情動に関するより客観的な分析を試

良い第一印象が作られるメカ
ニズムについて考察を加えた
に関しては，工場や乗り物など，特定ジャ

ンルのモノに対して強いこだわりをもつ
それらのモノをどのように評価し，好き嫌

いがどのような要因によって規定されてい
かについて実験と質問紙調査を通じて

 
モノに対する愛着が発達するためには，第

一印象が良いこと，こだわりが生まれること，
および飽きないことの３つの要因が重要で

ことから，本研究課題ではこ
れら３つの要因に焦点を当てて研究を行っ
。最初に第一印象と関連して，照明が第一

印象形成に与える影響と選択肢の多様化が
消費者の満足度と愛着に与える影響につい
て，心理学実験，質問紙調査および生理学的

（瞳孔径計測）を用いて検討した
の生成と関連して，特定ジャ

ンルのモノに対する強い愛着が好き嫌いの
評価基準に与える影響について，心理学実験，
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近年では大量生産・大量消費・大量廃棄型
の社会から同じモノを繰り返し長期間にわ
たって使い続ける社会への転換を目指した
新しいデザインのあり方が模索されている

日本産業デザイン振興会
産業文化研究会エコロジカル・デザイン研究

。同じモノを繰り返し長期間にわ
たって使い続ける社会の実現のためにはモ
ノに対する愛着の育成が不可欠であること
から，愛着を生み出すモノの特徴や愛着を重
視したモノづくりのプロセスが研究されて

。しかし，その一方
で，人がモノに対する愛着をどのように発達
させるのか，愛着の強い人と弱い人でモノの
見え方がどう異なるかといった心理学的な
問題については十分な検討がなされていな
い。モノに対する愛着は本来モノのもつ属性
と使用する人間の心理の両者の関係によっ
て決まるものであるが，モノの属性に主眼を

と比べて，人の心理に主眼を置い
た研究が大幅に遅れているのが現状である。
このため本研究課題においてはモノに対す
る愛着の発達プロセスをデザイン心理学と
いう独自の視点・手法に基づいて研究した。

モノに対する愛着を長期間維持するため
には，第一印象が良好であることと，モノに
対するこだわりが形成されること，および飽
きが生じないことが重要であると考えられ

印象に関しては，照明方向が印象形
成に与える影響と選択肢数が満足度と愛着

について心理学実験を通じて
を記録することに

より客観的な分析を試
良い第一印象が作られるメカ

ニズムについて考察を加えた。こだわりと飽
に関しては，工場や乗り物など，特定ジャ

ンルのモノに対して強いこだわりをもつ
のように評価し，好き嫌

いがどのような要因によって規定されてい
かについて実験と質問紙調査を通じて

モノに対する愛着が発達するためには，第
一印象が良いこと，こだわりが生まれること，
および飽きないことの３つの要因が重要で

ことから，本研究課題ではこ
れら３つの要因に焦点を当てて研究を行っ
。最初に第一印象と関連して，照明が第一

選択肢の多様化が
消費者の満足度と愛着に与える影響につい
て，心理学実験，質問紙調査および生理学的

を用いて検討した。次に
の生成と関連して，特定ジャ

ンルのモノに対する強い愛着が好き嫌いの
いて，心理学実験，

眼球運動計測，質問紙調査を通じて検討した
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ことから，本研究課題ではこ
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４．研究成果
（１）研究１：好ましい第一印象の形成に関
する研究
本研究では

は右側
向があることを確認し
形は同じ図形を左右反転しただけであるが，
約８割の被験者は左側が明るい図形を右側
が明るい図形よりも好ましいと評価した
端ほか
 

次に
るい図形を好む傾向が視線を左から右に移
動させた場合に特に顕著に現れることを確
認した
Fukuoka
実験の結果，左側
向と大脳左右半球機能差との関連性は弱く，
むしろ視野の左側から右側に向かって情報
を処理する傾向との関連性が強いことが明
らかになった（小山ら
学会大会）。
き視野の左側に最初に注意を向けやすいと
いう傾向（
左側が明るい図形を好む傾向が互いに関連
している可能性
 
（２）研究２：選択肢の多様化が消費者の満
足度と愛着に与える影響
 本 研 究 は
University
行った。一般的に選択肢数が多いほど消費者
の満足度は向上すると考えられているが，携
帯電話等の商品では適切な選択肢数が存在
し，それ以上の選択肢の多様化は必ずしも消
費者の満足度を向上させないことを実際の
オンラインショッピング場面を模した実験
で 確 認 し た （
IASDR2011
に，選択肢の多様性と贈る側・贈られる側の
人間関係がおみやげ選択に与える影
いて検討した
比べて親しい友人に対して自分と同じおみ
やげを選択することが多く，その傾向は選択
肢の多様性が少ない場合に特に顕著であっ
た（田中ら
ンファレンス）。

 

４．研究成果 
（１）研究１：好ましい第一印象の形成に関
する研究 
本研究では始めに左側
右側が明るい

向があることを確認し
形は同じ図形を左右反転しただけであるが，
約８割の被験者は左側が明るい図形を右側
が明るい図形よりも好ましいと評価した
ほか 2011，第
 

次に，眼球運動計測実験によって左側が明
るい図形を好む傾向が視線を左から右に移
動させた場合に特に顕著に現れることを確
認した（Horibata et al. 2011
Fukuoka）。さらに，
実験の結果，左側
向と大脳左右半球機能差との関連性は弱く，
むしろ視野の左側から右側に向かって情報
を処理する傾向との関連性が強いことが明
らかになった（小山ら
学会大会）。これらの
き視野の左側に最初に注意を向けやすいと
いう傾向（Reuter
左側が明るい図形を好む傾向が互いに関連
している可能性

（２）研究２：選択肢の多様化が消費者の満
足度と愛着に与える影響

本 研 究 は ア メ リ カ 合 衆 国
UniversityのNorasakkunkit
行った。一般的に選択肢数が多いほど消費者
の満足度は向上すると考えられているが，携
帯電話等の商品では適切な選択肢数が存在
し，それ以上の選択肢の多様化は必ずしも消
費者の満足度を向上させないことを実際の
オンラインショッピング場面を模した実験
で 確 認 し た （
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